
さ
る
３
月
３
日
、
労
供
労
組

協
第
２
０
回
定
期
総
会
開
が
開

か
れ
、
新
年
度
方
針
の
確
認
と

新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
１
２
組
合
１
８
名

が
参
加
、
総
会
終
了
後
に
は
恒

例
の
懇
親
会
も
開
か
れ
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た

。

総
会
の
冒
頭
、
伊
藤
議
長
は

「
労
供
労
組
協
は
２
０
年
目
に

な
る
。
失
業
率
の
増
大
、
不
安

定
雇
用
が
増
え
て
い
る
。
韓
国

で
は
非
正
規
労
働
者
が
５
０
％

を
超
え
て
い
る
と
い
う
。
日
本

の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派

遣
・
嘱
託
な
ど
非
正
規
労
働
者

は
約
２
７
％
、
私
た
ち
は
こ
の

非
正
規
労
働
者
を
ど
う
と
ら
え

る
の
か
。
派
遣
法
や
職
安
法
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
今
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
「
供
給
・
派

遣
」
の
仕
組
み
を
含
め
て
も
う

一
度
労
供
事
業
の
原
点
に
立
ち

返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
総
会
で
は
そ

の
た
め
の
議
論
を
し
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

伊
藤
議
長
の
挨
拶
の
後
、
横

山
事
務
局
長
よ
り
２
０
０
２
年

度
の
活
動
報
告
と
２
０
０
３
年

度
の
活
動
針
、
予
算
・
決
算
、

新
役
員
提
案
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。活

動
報
告
の
概
要
は
次
の
通

り
で
す
。

「
企
業
組
合
ス
タ
ッ
フ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
第
３
期
で
は
の
べ
１

７
５
名
の
派
遣
を
行
い
、
前
年

度
の
３
倍
の
売
上
を
計
上
で
き

た
。
介
護
・
家
政
婦
の
労
供
事

業
は
３
０
０
人
と
な
り
こ
の
３

年
間
で
７
０
人
増
え
、
約
半
数

の
１
５
０
人
が
ヘ
ル
パ
ー
の
資

格
を
取
得
し
て
訪
問
介
護
の
仕

事
に
従
事
し
て
お
り
、
介
護
保

険
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ユ
ニ
オ
ン
の

供
給
組
合
員
は
約
１
２
０
人
と

な
り
、
こ
の
１
年
間
で
２
０
名

増
え
た
。
「
企
業
組
合
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ユ
ニ
オ
ン
」
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

の
供
給
・
派
遣
で
は
約
４
０
名

が
働
い
て
い
る
。
新
運
転
で
は
、

昨
年
８
月
か
ら
介
護
タ
ク
シ
ー

「
ら
く
だ
サ
ー
ビ
ス
」
を
は
じ

め
た
。
音
楽
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、

企
業
組
合
ス
タ
ッ
フ
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
共
同
で
演
奏
家
や
音
楽
講

師
の
供
給
・
派
遣
を
は
じ
め
た
。

厚
生
労
働
省
の
「
し
ご
と
情
報

ネ
ッ
ト
」
に
は
労
供
労
組
協
と

し
て
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
介
護
福
祉
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
と
一
緒
に
厚
生

労
働
省
な
ど
へ
の
申
し
入
れ
も

行
っ
た
。
恒
例
の
秋
の
学
習
会

で
は
連
合
労
働
局
次
長
の
磯
部

行
雄
さ
ん
が
「
派
遣
法
改
正
と

供
給
・
派
遣
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
。

２

０

０

３

年

度

活

動

方

針

１

労
供
事
業
の

事
業

主
性

（
労
働
者
供
給
事
業
法
）
の
追

求
。

２

労
供
事
業
の
強
化
拡
大
と

派
遣
事
業
の
拡
大
。

３

賃
金
形
成
、
派
遣
的
労
働

の
福
祉
・
共
済
の
追
及
。

４

派
遣
労
働
相
談
の
推
進
と

持
続
的
・
広
域
的
問
題
提
起
。

情
報
発
信
基
地
の
拡
充
。

５

ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
専
門
・

職
能
教
育
。

６

Ｏ
Ａ
・
派
遣
ス
タ
ッ
フ
、

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
組
織
化
。

７

行
政
、
経
営
者
団
体
へ
の

要
請
。

８

運
営

（
１
）
事
務
局
ニ
ュ
ー
ス
を
発

行
す
る
。

（
２
）
幹
事
会
を
総
会
月
、
秋

季
学
習
会
以
外
に
２
回
開
催
す

る
。

（
３
）
機
関
紙
『
ろ
う
き
ょ
う
』

を
発
行
す
る
。

（
４
）
秋
季
学
習
会
を
開
き
、

雇
用
シ
ス
テ
ム
の
活
性
化
、
労

供
事
業
の
あ
り
方
を
学
習
す
る
。

（
５
）
会
費
は
現
状
通
り
と
し

て
必
要
な
財
政
措
置
は
そ
の
都

度
幹
事
会
に
諮
る
。

新
た
に
選
出
さ
れ
た
二
〇
〇

三
年
度
の
役
員
は
左
記
の
通
り

で
す
。

【
二
〇
〇
三
年
度
役
員
】

議
長

伊
藤

彰
信

（
全
港
湾
・
再
）

副
議
長

安
並

克
麿

（
音
楽
ユ
ニ
オ
ン
・
再
）

同

林

丘

（
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
再
）

事
務
局
長

横
山

南
人

（
電
算
労
・
再
）

事
務
局
次
長

堀
根

秀
人

（
東
京
出
版
・
再
）

同

中
村

雅
信

（
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
連

合
・
再
）

同

竹
谷

弘
樹

（
音
楽
ユ
ニ
オ
ン
・
再
）

同

太
田

武
二

（
新
運
転
・
再
）

同

関
根
秀
一
郎

（
東
京
ユ
ニ
オ
ン
・
再
）

同

吉
原

英
文

（
電
算
労
・
再
）

会
計
監
査

緒
方

承
武

（
映
演
共
闘
・
再
）

最
低
時
給
な
ど
で
業

界
団
体
と
交
渉

３
月

11
日
、
は
じ
め
て

の

「
派
遣
春
闘
」
、
日
本
人
材
派

遣
協
会
と
派
遣
労
働
者
と
の
交

渉
が
開
催
さ
れ
た
。
派
遣
会
社

の
業
界
を
代
表
す
る
日
本
人
材

派
遣
協
会
か
ら
は
、
会
長
、
副

会
長
ら
計
６
名
が
出
席
し
、
派

遣
労
働
者
の
側
に
は
、
首
都
圏

の
派
遣
労
働
者
と
派
遣
労
働
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
理
事
長
ら
、
あ
わ

せ
て
約
２
０
名
が
出
席
し
た
。

「
最
低
時
給
１
７
８
０
円
を
」

2003年（平成15年）5月20日 ろ う き ょ う 第42号

●発 行／労働者供給事業関連労働組合協議会

（略称 労供労組協）

●発行人／ろうきょう編集委員会

〒110-0003 東京都台東区根岸3-25-6 タブレット根岸２F

電話 03(5603)7880 FAX 03(5603)7265

「
供
給
・
派
遣
」
の
仕
組
み
を
生
か
し

労
供
事
業
の
原
点
に
た
ち
か
え
っ
た
運
動
を



と
の
要
求
に
、
協
会
は
「
現
行

の
１
４
６
５
円
（
派
遣
ネ
ッ
ト

２
０
０
１
年
調
査
）
と
い
う
の

は
確
か
に
低
い
。
時
給
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

回
答
。

ま
た
、
「
労
働
者
を
『
モ
ノ
』

扱
い
す
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
『
派

遣
ス
タ
ッ
フ
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
の
撲
滅
を
」
と
の
要
求
に

は
、
「
当
協
会
と
し
て
も
同
義

的
に
『
モ
ノ
』
扱
い
は
な
じ
ま

な
い
と
述
べ
、
『
無
料
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
を
実
施
し
て
い
る
会

社
に
『
改
め
て
い
た
だ
き
た
い
』

と
申
し
入
れ
た
ら
『
今
後
は
や

め
る
』
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

『
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
に
限

ら
ず
、
好
ま
し
く
な
い
商
行
為

に
つ
い
て
改
め
て
い
く
よ
う
徹

底
し
て
い
く
予
定
」
と
回
答
し

た
。派

遣
ネ
ッ
ト
が
新
た
に
提
案

し
た
「
派
遣
先
紹
介
時
の
詳
細

情
報
明
示
シ
ス
テ
ム
」
（
派
遣

元
が
派
遣
先
か
ら
２
４
項
目
の

情
報
を
把
握
し
、
紹
介
す
る
ス

タ
ッ
フ
に
事
前
に
明
示
す
る
シ

ス
テ
ム
）
に
つ
い

て
協

会
は

「
す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
で
き
れ
ば
、

派
遣
労
働
者

も
安
心
し
て
働
け

る
。
持
ち
帰
っ
て
、
ぜ
ひ
前
向

き
に
検
討
し
た
い
」
と
回
答
し

た
。日

本
人
材
派
遣
協
会
と
派
遣

３
月
４
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
派
遣
労

働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
に
よ
る

「
派
遣
法
『
改
正
』
法
案
の
勉

強
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
派
遣

先
企
業
の
労
働
組
合
や
派
遣
労

働
者
な
ど
、
派
遣
法
『
改
正
』

の
影
響
が
あ
る
関
係
者
な
ど
、

約
８
０
人
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
浜
村
彰
・
法
政
大
学

法
学
部
教
授
が
派
遣
法
改
正
案

の
問
題
点
に
つ
い
て
解
説
、
つ

づ
い
て
中
野
麻
美
・
派
遣
労
働

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
が
派
遣

法
改
正
に
よ
る
労
働
市
場
や
労

働
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
話
し

た
。主

な
問
題
点
と
し
て
は
、
以

下
の
と
お
り
。

①

紹
介
予
定
派
遣
に
お
け
る

特
定
行
為
（
事
前
面
接
な
ど
）

解
禁
に
よ
る
採
用
差
別
の
拡
大

な
ど

②

臨
時
的
一
時
的
派
遣
の
期

間
延
長
に
よ
る
常
用
代
替
の
拡

大
な
ど

③

製
造
業
・
医
療
業
務
（
一

部
）
の
解
禁
に
よ
る
常
用
代
替

の
拡
大
と
災
害
・
事
故
の
拡
大

な
ど

④

パ
ー
ト
派
遣
（
月
初
・
土

日
派
遣
）
の
新
設
に
よ
る
常
用

代
替
の
拡
大
な
ど

勉
強
会
を
通
じ
て
、
参
加
者

が
派
遣
法
改
悪
の
問
題
点
を
共

通
認
識
し
、
使
用
者
に
と
っ
て

使
い
勝
手
の
良
い
労
働
力
と
し

て
派
遣
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る

「
派
遣
法
改
悪
」
を
食
い
止
め
、

権
利
を
侵
害
さ
れ
が
ち
な
派
遣

労
働
者
の
権
利
を
確
立
す
る
真

の
「
派
遣
法
改
正
」
へ
向
け
て
、

各
方
面
か
ら
声
を
上
げ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

３
月
２
８
・
２
９
日
の
２
日

間
、
派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
首
都
圏
）
を
は
じ
め
、
全
国

７
ヶ
所
に
派
遣
ト
ラ
ブ
ル
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
開
設
、
２
日
間
で

の
相
談
件
数
は
１
７
９
件
だ
っ

た
。労

働
者
派
遣
法
は
、
正
社
員

な
ど
の
常
用
労
働
者
の
代
替
と

し
て
派
遣
労
働
が
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
防
止
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
業
務
制
限
、
期
間
制
限

を
設
け
て
き
た
が
、
こ
の
間
の

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
常
用
代

替
が
拡
大
し
、
使
用
者
に
と
っ

て
使
い
勝
手
の
良
い
労
働
力
と

し
て
酷
使
さ
れ
て
い
る
実
態
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

特
に
、
賃
金
水
準
が
低
く
、

雇
用
は
不
安
定
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
過
重
な
業
務
を
強

い
ら
れ
、
長
時
間
労
働
に
苦
し

め
ら
れ
て
い
る
派
遣
労
働
者
や
、

派
遣
先
の
安
全
対
策
の
不
十
分

さ
か
ら
労
災
事
故
に
あ
っ
た
派

遣
労
働
者
か
ら
の
相
談
が
目
立
っ

た
。

「
今
の
職
場
に
派
遣
さ
れ
て
１

７
年
に
な
る
。
残
業
が
多
く
、

毎
晩
８
時
ま
で
残
業
。
業
務
の

密
度
は
社
員
以
上
に
や
っ
て
る

が
待
遇
は
悪
く
矛
盾
を
感
じ
る
」
、

「
一
般
事
務
派
遣
で
当
初
は
１

年
契
約
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
契
約
書
は
１
年
で
な

し
ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
（http

://www
.job

-net
.jp/

）
は
、

厚
生
労
働
省
が
２
０
０
１
年
８

月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
求

職
者
に
た
い
す
る
仕
事
情
報
を

提
供
す
る
サ
イ
ト
で
す
。

求
職
者
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
て
、
民
間
の
職
業

紹
介
会
社
、
求
人
情
報
提
供
会

社
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
参
加

機
関
が
保
有
す
る
求
人
情
報
を

検
索
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

仕
事
探
し
を
支
援
す
る
し
く
み

で
す
。

労
供
労
組
協
は
「
し
ご
と
情

報
ネ
ッ
ト
」
に
参
考
情
報
提
供

と
い
う
こ
と
で
参
加
し
、
こ
の

５
月
か
ら
供
給
先
の
仕
事
情
報

も
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
労
供
労

組
協
で
は
今
期
方
針
で
供
給
先

情
報
を
積
極
的
に
掲
載
し
て
、

「
し
ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
を
活
用

す
る
」
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
掲
載
方
法
は
労
供

労
組
協
事
務
局
が
各
事
業
所
か

ら
供
給
先
仕
事
情
報
を
メ
ー
ル

で
得
て
、

労
供
労
組
協

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ

（http://www
.union-net

.

or.j
p/roukyo/

）
に
掲
載
す

る
と
と
も
に
、
「
し
ご
と
情
報

ネ
ッ
ト
」
へ
登
録
し
ま
す
。

そ
の
後
、
「
し
ご
と
情
報
ネ
ッ

ト
」
に
登
録
さ
れ
た
供
給
先
仕

事
情
報
が
検
索
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い
組

合
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
労
供

労
組
協
事
務
局
ま
で
。
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使
用
者
に
都
合
の
い
い
派
遣
法
「
改
正
」

派
遣
１
７
年
、

ま
さ
に
常
用
代
替

「
し
ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
」
を

積
極
的
に
活
用
し
よ
う

く
、
１
ヶ
月
。
『
力
量
不
足
』
と

い
う
こ
と
で
１
ヶ
月
で
打
ち
切
ら

れ
た
」
な
ど
、
常
用
代
替
と
し
て

酷
使
さ
れ
な
が
ら
、
契
約
期
間
は

短
く
「
細
切
れ
」
で
更
新
し
、
い

ら
な
く
な
っ
た
ら
契
約
打
ち
切
り

で
使
い
捨
て
と
い
っ
た
相
談
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
派

遣
先
企
業
で
働
く
通
常
の
労
働

者
と
派
遣
労
働
者
と
の
「
均
等

待
遇
」
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。




